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もうぬげない(ヨシタケシンスケ)ブロンズ新社
しんしゃ

　雨
あめ

が降
ふ

るたびに草木
くさき

が生
お

い茂
しげ

り、景色
けしき

がどんどんと緑色
みどりいろ

になってきましたね。

もうすぐ梅雨
つゆ

。また、お家
うち

で過
す

ごす時間
じかん

が長
なが

くなりそうですが、みなさん、お家
うち

で本
ほん

は読
よ

んでいるでしょうか。名瀬
なせ

小学校
しょうがっこう

の図書室
としょしつ

には、約
やく

８０００冊
さつ

の本
ほん

があ

ります。その中
なか

から読
よ

みやすい本
ほん

を紹介
しょうかい

します。図書室
としょしつ

が開
あ

いたら、ぜひ読
よ

んで

みてくださいね。

　お風呂
ふろ

に入
はい

るために服
ふく

をぬごうとしたのに、ぬ

げなくなっちゃったぼくのお話
はなし

。このままずっと

脱
ぬ

げなくなったら…いや、ぬげなくてもそんなに

困
こま

らない？小
ちい

さなぼくのいろいろな考
かんが

えが、とて

も楽
たの

しい一冊
いっさつ

です。

　おだんごぱん(翻訳
ほんやく

：せたていじ)

　　　　　　　福音館書店
ふくいんかんしょてん

《ロシア民話》
みんわ

　おばあさんが焼
や

いた、おだんごぱん。食
た

べられ

るのが嫌
いや

で、窓
まど

から逃
に

げだします。途中
とちゅう

で出会
であ

う

いろいろな動物
どうぶつ

が、次々
つぎつぎ

に食
た

べようとしますが、

うまいこと逃
に

げだすおだんごぱん。動物
どうぶつ

たちとの

やり取
と

りにドキドキしてください。



             文房具
ぶんぼうぐ

のやすみじかん(文
ぶん

：土橋
つちはし

　正
ただし

)福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

      恐怖
きょうふ

の帰
かえ

り道
みち

　(作者
さくしゃ

：針
はり

とら)学研
がっけん

　おさいほう魔女
まじょ

のシルクとめしつかい猫
ねこ

のコッ

トンが働
はたら

くお店
みせ

に、転
てん

校
こう

してきたばかりでまだ友
とも

達
だち

がいないナナちゃんが迷
まよ

いこんで始
はじ

まる、不思
　ふし　

議
ぎ

なお話
はなし

。お直
なお

しする服
ふく

の数
かず

だけ世界
せかい

が広
ひろ

がる、

やさしい物語
ものがたり

。

　いつもの帰
かえ

り道
みち

、ふと気
き

がつくと、自分
じぶん

以外
いがい

の

人間
にんげん

は目
め

の前
まえ

の少年
しょうねん

だけ…。見
み

たことのない生
い

き

物
もの

に危険
きけん

なワナ、ヒトではない者
もの

たちのささやく

声
こえ

…。いつもの帰
かえ

り道
みち

で迷
まよ

い込
こ

んだ裏
うら

世界
せかい

、それ

がカエリミチ。無事
ぶじ

に生
い

きて帰
かえ

れるだろうか。正
ただ

しい帰
かえ

り道
みち

は、目
め

の前
まえ

の少年
しょうねん

が知
し

っている。『絶
ぜつ

望
ぼう

鬼
おに

ごっこ』の作者
さくしゃ

の新
しん

シリーズ。

　まもるくんが遊
あそ

びに行
い

ったあと、誰
だれ

もいない部
へ　

屋
や

からおしゃべりが聞
き

こえます。まもるくんがい

ない時間
じかん

、文房具
ぶんぼうぐ

たちは自由
じゆう

に過
す

ごしているよう

です。書
か

いたり消
け

したり、楽
たの

しそうな様子
ようす

を読
よ

ん

でいるうちに、文房具
ぶんぼうぐ

の仕組
しく

みもわかっちゃう。

科学
かがく

シリーズ。

　なんでも魔女
まじょ

商会
しょうかい

　お洋服
ようふく

リフォーム支店
してん

　　　　　　(作者
さくしゃ

：あんびるやすこ)岩崎
いわさき

書店
しょてん


